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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成26年８月12日に公表した業績予想を下記のとおり修正します。 

 

記 

 

１．平成 27年３月期 通期連結業績予想数値の修正 

（平成 26年４月１日～平成 27年３月 31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 73,300 1,000 1,200 800 42.49 

今回修正予想（Ｂ） 74,500 1,700 1,900 1,500 79.66 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,200 700 700 700  

増 減 率（  ％  ） 1.6 70.0 58.3 87.5  

（ご参考）前期実績 

（平成 26 年３月期） 73,185 654 981 2,582 137.16 

※前期実績は会計方針の変更を遡及適用後の数値です。 

 

２．修正の理由 

当第４四半期の売上高は、消費税増税前の駆け込み需要のあった前年同四半期に

対し慎重に見込んでいましたが、ブランド力強化のためにテレビＣＭを積極的に展

開したこと等で、ツナ製品を中心に販売が順調に推移し、想定を上回りました。 

生産面では円安が進んだものの、主原料であるまぐろ・かつおの価格が想定より

も下回ったことなど、売上原価率が予想より低位に推移しました。 

この結果、営業利益・経常利益ともに前回予想を上回る見込みです。また、当期

純利益は、収益が回復したことで、繰延税金資産を再計上することとなり、前回予

想を大きく上回る見込みです。 

 

３．会計方針の変更にともなう前期実績の修正について 

従来、営業外収益に含めていた資材の有償支給に係る受取手数料について、第１ 

四半期より、売上原価から控除する方法に変更しました。これにより、この会計方

針の変更は遡及適用されます。 



 

 

 

（注）業績予想は発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成されたものであ

り、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


